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東日本大震災の被災地・被災者に対する組合員・臨時職員・管理職の皆様から、「被災者支援・災害特別カンパ」に、昨日までに１５７,５００円ものご協力をいただきました。心から厚くお礼申し上げます。昨日、北海道本部へ２回目の送金をさせていただきました。


  自治労本部は、４月２日に臨時県本部代表者会議を開催し、「自治労復興支援活動」（人的支援）の内容を決定しました。これを受け、北海道本部は全地方本部で取り組むこととし、津別町職にも派遣要請がありました。

町職としては、昨日の執行委員会で議論し自治労の

要請に応えていくことを確認しました。


自治労としての人的支援の取り組みは、「被災者の支

援・救援を行っている自治体職員・組合員の業務を支
援する」ことを中心課題として対応すします。



1 支援対象を岩手県・宮城県・福島県とする。

 北海道本部は岩手県 
2 岩手・宮城・福島・茨城を除く４３県本部から

派遣する。

3 支援活動は「１チーム＝５人」を基本とする。

 北海道本部は１グループ毎に３チーム・１５人 
　自治労は、全体で５５チーム２７５人を全国の県

本部、各単組から派遣する。　　【裏面へつづく】


④　「避難所運営」を支援活動の基本として想定するが、各県・各自治体の実情に応じ「物資調達・配送事務」や「医療支援」活動（保健師・看護師）、各種「行政支援」活動（義援金交付事務、罹災証明の発行事務等）についても想定する。

⑤　当面の支援活動の対象となる自治体

・岩手県：宮古市・田野畑村   ←北海道本部が支援する２自治体 
・宮城県：石巻市・気仙沼市・東松島市・南三陸町・名取市・岩沼市
・福島県：新地町・相馬市・いわき市・（福島市）

⑥　１チームの活動サイクルを「土曜日現地入り～日曜日引き継ぎ・業務開始～翌日曜日に引き継ぎ後、帰郷」の「８泊９日」とする。 

 北海道本部の参加者は９泊10日となる ／ 参加者は団体行動とする 
⑦　現時点では、この「復興支援活動」は、６月５日（日）を一つの区切りとする。


	第４グループ
	４月３０日（土）～ ５月　８日（日）
	１名

	第５グループ
	５月　７日（土）～ ５月１５日（日）
	４名

	第８グループ
	５月２８日（土）～ ６月　５日（日）
	２名


※ 最終日の引継ぎ時間の関係上、北海道本部は各１泊１日ずつ加算（月曜日帰道）となる。


	支援業務
	宮古市内の避難所（２か所）運営業務（田野畑村への物資輸送も想定）

また、自治労未加盟自治体にも支援

	ベース

キャンプ
	宮古キャンプ（宮古ホテル沢田屋）
  ※ホテルは休業している施設ですが寝袋は不要

	支援体制
	８回にわたる支援を通じ、１回（１グループ）につき10チームを配置（北海道のほか、青森、秋田、山形、滋賀、京都、奈良の各県本部）















































































































































































































上記「４」の網走地方本部に割り振られた日程で参加できる方を募集します。


先般、各管理職から示された「被災地への津別町としての職員派遣」とは別な『自治労の支援活動』です。参加いただける場合は、休暇等について当局と協議します。 参加の申し出：４月２０日まで書記長の山田へ（商工観光） 





４．具体的な支援活動の概要【北海道が参加する岩手県について】





３．網走地方本部に割り振られた支援期間と人数
































�























２．復興支援活動チームの知本的な考え方





１．自治労の復興支援活動計画の考え方














津別町でも二つの団体が助成をいただきました


・2009年度　津別町手をつなぐ育成会　（会長　新鞍忠信さん）


